






































































































































































































































































































































































































































































































とし、領域 （6：知的、運動的、 情緒的、 社会的、 生活習慣、遊び：被験者内要因） ×年齢 （3：
3歳児、4歳児、5歳児：被験者間要因） ×保育方法タイプ （3：Aタイプ、Bタイプ、Cタイプ：
被験者間要因） の3要因反復測定分散分析を行った。 その結果を表1に示す。 領域の主効果につ



































































































































































































































































































?????????????????? ?? ? ?社会的発達友達と遊んでいるとき、ほかの子の承諾や同意をもとめる助けが必要なとき、ほかの子に助けを求める
ほかの子どもを援助したり、守ったりする
ほかの子どもたちに玩具をもってくる
ほかの子どもにめいわくをかけたら、おわびを言う。
競争心がある（他の子どもとの間で）
数人がいっしょになって、子どもの発案した遊びをいっしょにする
自分のしたことを保育者に話して聞かせる
自分のしたことに責任を負う（自分のあやまちを謝るなど）
まかされたことを責任をもってする
保育者がいてもいなくても、きまったことはちゃんとする
“わたし”とか“ぼく”とかいう言葉で自分を呼ぶ
自分より小さい子ができるまで待ってあげる
友達が何かしているとき、じゃまをしない
お店屋さんごっこで、おっりのやりとりをする
信号を見て、正しく渡る
じゃんけんで勝ち負けがわかる
共同の物を順番に使うことができる
けんかなどのとき、自分の考えを相手にはっきりいう
友達同士のトラブルの間に入って収拾しようとする
保育者が掃除など子どもの生活のための仕事をしているのを見て、手伝おうとする
いやなときは相手にはっきり「いや」という
悪いことや困ることをしている子に「いけないと」と止める
クラスみんなで何かするときなど、みんなに合わせて行動する（遅れないなど）
助けられたり、して貰ったとき「ありがとう」と感謝する
?????
生活習慣
ソックス（短い靴下）をひとりではく
ひとりで鼻をかむ、または、自分で気がっいて鼻をかむ
大便をひとりでする（全く手がかからない）
幼稚園における保育方法と保育者による発達評価の関連（1） ヱ3
??????????? ?うがいをするひとりで歯ブラシを動かして歯をみがく
嫌いなものでも、がんばって食べようとする
汗をかいたら自分で着替える
水をこぼしたり、こぼれていたら、自分からぞうきんでふく
自分から、遊んだあとの自分の遊具をかたずける
自分から、遊んだあとのみんなの遊具をかたずける
手ぬぐいやぞうきんをしぼる
自分から“いただきます”や“ごちそうさま”をいう　　　　　　　　　’
いわれなくても食事の前に手を洗う
脱いだものを一応たたんで（きちんとでなくてもよい）決まった場所に置く
食事の片づけを自分でする
所持品の始末をきちんとする
挨拶（おはよう、さようならなど）を自分からする
??????????????????）????????遊び自分から遊びを見っけて遊び込む遊びのなかで、新しいことを考えだしたり、新しいやりかたを工夫したりする
周囲の物を積極的に遊びに活用する
身辺のものや出来事に関心を持って、遊びに取り入れたり、発展させる
いっしょに遊ぼうと積極的に仲間に誘う
遊びに欲しいものがあるとき、順番に待ったり貸してといって、何とかして達成しようとする
遊びがうまくいかないとき、自分達で協力して解決しようとする
遊びに集中し、周りが騒いでも妨げられない
積み木やブロックで、遊びの場所をっくる
ごっこ遊びのとき、そのものになりきって遊ぶ
友達とおもしろいアイデアを出しあって遊ぶ
積極的に泥遊びや砂遊びを楽しむ（どちらか片方でよい）
遊びの中で新しい役割を考え出したり、自由に役割を交換したりして遊ぶ
友達の遊びに進んで加わったり、友達の提案に乗って協調して遊ぶ
同じ遊びを数日間継続して発展させながら遊ぶ
遊びのルール（陣地ではっかまらないなど）を理解して遊ぶ
